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鈴木善和 幹事長
柳楽久司 本紙編集長（聞きて）

Ｑ 今年の重点課題についてお聞かせ下さい。

今年も東日本大震災の復興支援が緊急の最重要課題であることに変わりはありません。被災者への復興支援

は、今や議論・検討の時ではなく、一日も早い具体的対策の実行が必要です。震災関連以外では、取調べの可

視化等刑事司法手続の改正問題、行政訴訟制度の改正を含めた民事司法の改革、地域司法の充実強化、法曹人

口・法曹養成制度の問題など、われわれの取り組むべき課題は山積しています。

Ｑ それらの課題に取り組む上での弁政連の役割についてお聞かせ下さい。

弁政連は、「法の担い手」である弁護士と「法の作り手」である政治との架け橋として、日弁連の活動をバッ

クアップしています。この架け橋をより太く、より強固なものにするためには、弁政連の組織の強化が欠かせ

ません。また、地元地域レベルでの活動を充実させるためにも、全国の全単位会で支部の創設を急ぐ必要があ

ると考えています。

Ｑ これからの法曹界を担っていく弁護士と、国会議員へのメッセージを

繰り返しになりますが、昨年３月１１日の東日本大震災は、戦後最大の国難であり、これはまさに、勝海舟の

「氷川清話」にある百年に一度の国難といえます。国会議員の先生方には、党派を超えて、百年後の歴史家の

評価にたえうる見事な復興対策を実現していただきたいと願っております。これからの法曹界を担う若い弁護

士には、高い志と強い信念をもって、常に学び続ける姿勢と周りの人への感謝の念を忘れずに、日々の職務に

精励してもらいたいと思います。
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はじめに
【鈴木幹事長】
本日は大変お忙しい中お集まりいただきましてあ
りがとうございます。まずは出席者の皆さんの自己
紹介をしていただければと思います。初めに、私、
弁政連幹事長で、本日司会進行をさせていただきま
す鈴木善和でございます。東京弁護士会３９期です。
よろしくお願いいたします。
【柳楽編集長】
弁政連ニュース編集長を拝命しております、二弁
の柳楽と申します。よろしくお願いいたします。
【大磯氏】
大磯義一郎と申します。新６１期になります。現在、
第一東京弁護士会に所属し、加治・木村法律事務所
で弁護士業務を行う傍ら、帝京大学医学部で医療法
学の講義をさせていただいております。よろしくお
願いいたします。
【谷井氏】
新６１期、広島弁護士会の谷井でございます。大学
までは広島でずっと育ちました。東京で銀行に就職
しまして、丁度ロースクールができたということで

銀行を辞め、地元に戻り、そのまま地元で弁護士を
やっています。よろしくお願いします。
【日吉氏】
新６１期の東京弁護士会、日吉由美子です。昭和５４
年にテレビ朝日に入り、アナウンサー、報道局の記
者を経て、最後十数年はスポーツ局で、国際渉外と
いう仕事をやっていました。その後、ロースクール
に入って、現在はテレビ朝日と一般の法律事務所勤
務、両方をやっております。
【宮内氏】
私は平成１８年に大学を卒業し、一橋大学法科大学
院の既修者コースに入学しました。大学時代は、法
学部に所属し、国際法サークルで国際法模擬裁判に
取り組むなどしていました。現在は、東京弁護士会
の公設事務所で勤務しています。

法曹の道を志したきっかけ
【鈴木幹事長】
ありがとうございます。お伺いしますと、大磯さ
ん、谷井さん、日吉さんは大学の学部時代法学部で
はない。社会人経験を積まれながらということで、

法科大学院出身の新進法曹
大いに語る
法科大学院出身の新進法曹
大いに語る
～多様なバックグランドを生かして～～多様なバックグランドを生かして～

司 会 鈴木善和 幹事長

柳楽久司本紙編集長

企画担当 酒井圭（日弁連法科大学院センター幹事）

宮内博史会員
東京弁護士会所属

新６２期
一橋大学

法科大学院修了

大磯義一郎会員
第一東京弁護士会所属

新６１期
早稲田大学

法科大学院修了

谷井智会員
広島弁護士会所属

新６１期
広島修道大学
法科大学院修了

日吉由美子会員
東京弁護士会所属

新６１期
上智大学

法科大学院修了
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普通に考えるとそれで十分社会人として立派に活躍
できるポジションにいらっしゃったわけですが、弁
護士あるいは法曹の門を叩こうと思ったきっかけに
ついてお話しいただけますでしょうか。
【大磯氏】
私が大学を卒業したのは１９９９年です。その年は広
尾病院事件や横浜市立病院のベット取り違え事件な
どがあった年でして、ちょうど私が研修医を始めた
時期からメディアによる医療過誤報道が頻繁になさ
れるようになり、その結果、現場で日に日に医師と
患者の関係が壊れていく現状を体感しました。これ
はよくないと思っていたところ、たまたまロース
クール制度ができたということを知り、その当時私
は２８歳で、法律の勉強もしたことがございませんの
で、やるのであるならばこの年がラストチャンスか
なと思い、早稲田大学大学院法務研究科に入らせて
いただきました。
【鈴木幹事長】
谷井さんはいかがでしょうか。

【谷井氏】
私は地元の大学の経済学部を出たのですが、経済
学部を出たら普通は銀行に入るものかなということ
で何となく銀行に入ったのですが、銀行業務をやっ
ている中で、上司と一緒に企業再生とか、破綻企業
の処理をやっている中で、弁護士の方ともよく話を
する機会がありました。銀行の中にいると、債権者
という立場からどうやって企業を立ち直らせるか、
最終的にはお金を貸すか貸さないかというドライな
話の中でやっていく中で、もう少し小回りの効く、
より当事者に近い立場で企業再生ができないかなと
思っていたところに、たまたまロースクールができ
たというのを新聞記事で読んで、自分も丁度節目に
なる３０歳になる頃だし、次のことも考えてみようと
いうことで、無謀にもロースクールの門を叩いて、
地元ロースクールの入試を受けてロースクールに入
りました。
【鈴木幹事長】
日吉さんは如何でしょうか。

【日吉氏】
私はテレビ局での最後の仕事がスポーツ局で、海
外へ行って、海外のスポーツイベントの独占放映権
を買ってくるというような、ちょっと特殊な仕事で
した。そのとき欧米に行って交渉しますと、テーブ
ルの向こうに座っているかなりの割合の方が弁護士
さんだったのです。日本はそうではなく普通の社員
の方が行ってやっている。いずれは日本もそういう
時代がくるのかな、日本でも法曹資格を持ってもう
少しプロフェッショナルな仕事ができるようになっ
たらいいなということで、むしろその時やっていた
仕事を、よりプロの立場でできるようになったらい

いなと考えたの
が、法曹を目指
した直接的な動
機です。ただ、
その当時旧試験
だったので、実
際は無理だなと
思っていたら、
風の便りにロー
スクールなるも
のができるらし
いと聞いて、ま
さしく皆さんも
無謀だとおっ
しゃっているのですが、無謀中の無謀でとにかく、
後先考えずに飛び込んだのです。
【鈴木幹事長】
どうもありがとうございます。大磯さん、谷井さ
ん、日吉さんは、ロースクール制度ができて第１期
生で未修コースで入られたということですよね。私
も調べてみたのですが、一番初めのロースクール志
願者数は、７２，８００人だったんですね。しかし、平成
２２年になると、残念なことに今２４，０００人くらいしか
いらっしゃらない、２３年はさらに下がっています
が、お三方はまさに輝かしい第１期生でいらっ
しゃって、懐かしい思いがする感じがします。宮内
さんは大学の法学部を出られてからロースクールに
入られたということですが、法曹を志した動機はど
ういったものだったのでしょうか。
【宮内氏】
最初は、人のためになりたい、社会の役に立つ仕
事がしたいという思いから始まりました。とりわけ
私の場合は中学までアメリカで育ったこともあり、
独立戦争や南北戦争、公民権運動などといった歴史
を学んでいく中で、虐げられた人々が権利や尊厳を
求めて戦っていく姿に熱いものを感じたのだろうと
思います。そのような経緯で中学時代から弁護士に
なりたいと思っていたのですが、当然のごとく、そ
れはあまりにも漠然としたものでした。しかし、幸
運にも、大学時代に公設事務所でアルバイトをする
経験をいただき、そこで難民や外国人の事件に熱心
に取り組んでおられた弁護士と知り合い、日本にお
ける難民や外国人の劣悪な状況を知るようになって
からは、私自身も将来は、弁護士になって難民や外
国人の方々のために頑張りたいと思うようになりま
した。そうしたことから、大学時代は、司法試験の
勉強に励む傍ら、国際法サークルで国際法の勉強を
したり、難民事件の裁判傍聴をしたりしていまし
た。
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従前のキャリアがどのように
弁護士業務に役立っているか
【鈴木幹事長】
社会人経験をお持ちのお三方におうかがいしたい
のですが、弁護士になってみて、それ以前のキャリ
アが今の弁護士としての業務にどのように活きてい
るでしょうか。
【日吉氏】
私は今、「ハイブリット型勤務」と勝手に言って
いるのですが、毎日午前中は一般の法律事務所で普
通のアソシエイト弁護士として、いわゆる法廷弁護
士の仕事を勉強しながら、午後は毎日テレビ朝日の
法務部の常勤嘱託で仕事をするという、インハウス
ロイヤー５０％、普通の弁護士の仕事５０％というよう
な仕事をしております。まず、一般の法律事務所で
今までのキャリアがどう役に立つかというと、顧客
が法人という場合が割合としては６、７割ですが、
意志決定が組織内でどういうようにされていくの
か、そこでの問題点だとか顧客である法人と打ち合
わせをしていく中で、どの点に気をつけていけばい
いのか、相手の立場に立ってものが考えられること
がございます。午後のテレビ朝日では、これは知っ
ている人ばかりですし、どこを押せば何が出てくる
か、事実を聞き取りするときでも、あの部署のあの
人に聞けばこういう情報を集めることが出来るとい
うこともわかるし、説明をされなくてもだいたいど
ういうリスクを抱えて現場が動いているかという、
実際のテレビ制作現場の実態を知っていてやってい
るものですから、契約書を作ったり、或いはトラブ
ル対応をしたりするときも、説明を受けなくても大
体のことは概ね見当がつく、そういうことは役に
立っていると思います。
【鈴木幹事長】
では、谷井さん如何ですか。銀行にお勤めでした
が。

【谷井氏】
銀行の仕事は
多岐に渡ります
ので、顧客から
税務に関する相
談を受けること
もあれば、自分
の銀行のために
企業を再建した
り、債権回収を
行ったりという
こともあります
ので、今の業務
の中でも、そう

いうところを生かしてやることが多々あります。他
には、銀行をやっていて、色々な業種の方と話がで
きるというところから、ネットワークを自分で構築
できるということもあります。広島には、企業法務
研究会という３０年くらい続いている異業種交流会が
あるのですが、そこの幹事をさせてもらっているの
も、元々自分が銀行というバックグラウンドをもっ
ていたからこそ、橋渡し的なことをさせてくれるの
だと思います。私は事務所ではパートナー扱いです
ので、自分の仕事は自分で取ってくるという形で
やっているのですが、そういったネットワークを活
かすことで、今まで３年間は何とか順調に食べるこ
とができています。
【鈴木幹事長】
では大磯さ
ん。お医者さん
ですから、先ほ
どの動機の中で
も伺ったのです
が、キャリアが
今にだいぶつな
がっているもの
があるのではな
いかと思います
が如何でしょう
か。
【大磯氏】
そうですね、私は医療訴訟と、知財を主にやらせ
ていただいているのですが、医療訴訟に関しまして
はやはり、元々自分がやっていた仕事に直結してお
りますので、実際に、個々の事案において何が起き
ているのか、どこが問題になりそうなのかというの
が、自分の経験の中で思い浮かびますので、直接役
に立っています。
【柳楽編集長】
大磯先生が扱っている医療訴訟は、病院側と患者
側のどちらが多いというのはありますか。
【大磯氏】
私の事務所では、両方やっておりまして、殆ど同
じか、病院の方がちょっと多いかもしれないです
ね。私は医者の立場で考えてロースクールに行った
のですが、勉強しているうちに、患者さんも家族の
方も相当深く傷ついているというのを知り、病院側
だけに立ってやるのが本当に正しいのかと疑問に思
いました。事務所の方でもコンフリクトがかからな
い範囲で患者側もやろうというので、患者側の法律
相談もさせていただいています。
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ロースクール教育のメリット
【鈴木幹事長】
宮内さんは社会人経験はないわけですが、法科大
学院の教育が今の弁護士業務でどのように生きてい
るのか、お伺いしたいのですが。
【宮内氏】
法科大学院では、実務系科目はもちろん、それま
で大学で履修しなかった行政法や国際人権法などの
授業も履修し、大学時代の勉強をさらに広げ、深化
させることができました。しかも、法科大学院では
充実した授業のラインナップが提供されていたこと
から、様々な問題について、研究者と実務家、双方
の視点から多角的に考えさせていただくことができ
ました。このような経験は、大学でも司法修習でも
ない、法科大学院だからこそできたことです。この
ような学習を通じて、思考方法はもちろん、実務で
も活かせるノウハウをたくさん学びました。例え
ば、研究者と実務家の先生方がリレー方式で担当さ
れた国際人権法の授業では、被疑者・被告人の信書
の発受に対する制限について、国内の法実務及び裁
判例を、ヨーロッパ人権裁判所の裁判例、国連の規
約人権委員会の一般的意見や見解例などと比較して
検討しました。授業では、さらに、これらのツール
を裁判においてどのように利用することが可能であ
り、効果的かという点についてまで学習をしまし
た。現在、私は、難民事件や外国人の在留資格に関
する事件に携わっていますが、このような事件を扱
う際、国内の資料はもちろん、海外の資料にも目を
通し、主張を組み立てたり、裏付けを行ったりして
います。このように法科大学院では、従来型の司法
試験勉強とは少し違う勉強をし、違った視点を養う
ことができましたが、それらが実務に出た後に非常
に活きていると実感しています。
【鈴木幹事長】
社会人経験のあるお三方はいかがでしょうか。

【日吉氏】
仕事をしながら、例えば旧試験の形態で、自学自
習をしながら予備校に通うということは、私は不可
能だったと思います。やはり、３年という期間に濃
縮した形で体系的に法律的なものの考え方を学ぶと
いうことができたからこそ、今、まがりなりにも一
応脳みその改造がちゃんとできて、未知の問題に遭
遇した時も、何とか自分の力で法律的に考えて答え
を出そうとするというようなところまで漕ぎ着けら
れたなと。自分で仕事しながら、予備校に通って身
に付けることは到底できなかったと、これは断言で
きるのではないかと思います。

【大磯氏】
私のいた医学
部というのは、
臨床をやってい
る、つまり主に
医師として働い
ている人が片手
間に授業をやっ
ています。それ
と比較して、早
稲田大学大学院
法務研究科の先
生はとても分か
りやすい講義を
されており、大学の教員というのは、こんなに分か
り易い講義をするんだと正直感動しました。それは
それとして、日吉先生がおっしゃられるように、勿
論自学自習というのは正直できようはずもございま
せんが、単なる座学ではなく、ソクラテスメソッド
という形で講義をするというのが、社会人経験をし
た私にとって非常にフィットしました。教科書を読
んで、ものを憶える時間というのは、家で一人でや
ればいいことであり、学校に行って先生と議論をす
ることで、教科書で平坦に得た知識を立体化し、ど
こが大事でどうつながっているのかというのを自分
の中で整理、構築することを繰り返すことができた
のが非常に有意義だったと思っています。
【谷井氏】
銀行にいた時代の取引先に、某予備校の教材を
作っていた会社があり、参考に教材を見せてもらっ
たことがありました。さすがに予備校に通うために
銀行を辞めるというのは、なかなか許されないとい
う面もあったのですが、ただ、予備校でやることと
いうのは、本を読めば自分でできるかなというよう
に感じたということもあります。それから、ロース
クールに入ったら、３年間自分の勉強の時間が確保
できるというのがありましたので、制度として、そ
ういう時間が確保できるというのは非常に有難いな
と思いました。あとは、先端科目の講座が沢山ある
のと、実務科目があるというのは、やはり、法律家
になるにあたって良かったと思います。実務ではど
ういうことをやるのかということに接しながら、試
験科目に限られずに勉強する。これは制度化されて
いるからやったという部分もありますが、旧試験を
勉強するのだったら試験科目しかやらなかったと思
うのですが、私がやりたかった企業再生や税務関係
とか、自分の目標としている分野は勿論やります
が、それ以外の派生的なところをどれだけ積み上げ
て、今までの自分の経験を活かせられるかというと
ころにありましたので、そういうことを長く研究さ
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れている教員の方、専門的に扱っている実務家の方
からお話を頂戴できて学修できるというのは、ロー
スクールならではだと思います。

ロースクール通学中の生活について
【柳楽編集長】
皆さん既存の職場に属したままロースクールに通
われていたのですか。
【日吉氏】
私はそうです。

【柳楽編集長】
ロースクールに通われていた時間帯は日中ですよ
ね。
【日吉氏】
全日制ですので、午前９時から午後５時半くらい
までは基本的に大学に行って、午後６時過ぎに出社
して、夜の１時くらいまで勤務していました。

【柳楽編集長】
ものすごい
ハードな生活で
すね。
【日吉氏】
はい。

【柳楽編集長】
谷井さんは辞
めてから地元に
戻られたという
ことですが。
【谷井氏】
私はゆとりあ
る生活を送りた

かったので（笑）
【柳楽編集長】
銀行にお勤めのころは東京にいて、辞めてから広
島に戻られたわけですよね。東京のロースクールに
行かずに、広島のロースクールを選択された理由は
何だったのでしょうか。
【谷井氏】
一言で言えば、経済的な理由というか、銀行の時
にもうちょっとちゃんと畜財をしていればよかった
のですが、私も銀行業務でストレスが相当貯まって
いたのかと思います。
【柳楽編集長】
ため込んでたのはお金じゃなくてストレスだった
と（笑）
【谷井氏】
それをお金で解消しようとして素寒貧の状態で銀
行を辞めたものですが（笑）、ロースクールに通う
学費くらいは何とかあったかなというくらいで。た

だ、３年間東京で下宿生活ということになると、借
金まみれになってしまいます。そういうことからす
ると実家から通って節約すれば、自分で学費が捻出
できそうだったので、踏ん切りがつきました。
【柳楽編集長】
なるほど。地元にロースクールがあって良かった
わけですね。
【谷井氏】
そうですね。

【鈴木幹事長】
大磯さんは、ロースクールに通っていた時は医師
の籍はどうされていたのですか。
【大磯氏】
やはり一旦、社会人になると、親から生活費をと
いうわけにもいかないので、学費と生活費をどのよ
うに賄うかというのは社会人共通の悩みどころだと
思います。私の場合は恵まれていて、医師は医籍登
録の年会費がかかりませんので、週に１．５コマ、１
日半、内視鏡や診療をしたりして、それで最低限の
生活費と学費を稼がせていただきながら、ロース
クールに通うというような形でなんとかやっていけ
ました。

弁護士になったことが自分のバックグラウンド
の世界にどのように役立っているか
【鈴木幹事長】
さきほど、自分のバックグラウンドがどのように
今の弁護士業務に役立っているか、というお話をお
うかがいしましたが、では逆に、弁護士になってみ
て、そのことが自分の元いた世界に対してどのよう
に貢献しているか、という点をお聞かせいただけま
すでしょうか。
【大磯氏】
帝京大学医学部で「医療法学」という講義をさせ
ていただいておりまして、ロースクールで学んで、
また現在の実務での経験を医療の現場、学生に
フィードバックするということをさせていただいて
います。また、８月２９日には、東京大学でシンポジ
ウムを開かせていただきました。この１０年間の医療
と司法の関係における不幸というのは、十分な対話
がなされないまま、訴訟が急増し対立構造となって
しまったことだと思います。その結果、病院関係者、
医師の法曹に対するアレルギーがすごく強くなって
います。ただ、この１０年間確かに、いきすぎた訴訟
であったり、過度な司法の介入があり、医療現場の
崩壊が生じてしまったというのはある面で事実です
が、その一方で、司法が介入したことによって、イ
ンフォームドコンセントがきっちりされるようにな
りましたし、カルテ開示も大きい病院では速やかに
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開示するようなシステムができるようになるなどプ
ラスの面もありました。問題が生じた原因は、医療
現場に介入していく中で、やはりコミュニケーショ
ンが不足していたなというのが私の思っているとこ
ろでして、その溝を一つ一つ埋めていきたいという
思いがあり、医療と司法の相互理解の促進をテーマ
に、医学部で講義をさせていただいています。
【鈴木幹事長】
日吉さんはテレビ局にお勤めで、元々アナウン
サーだったのですが、いかがでしょうか。
【日吉氏】
マスコミの現場は、今のお話と比べると、良い意
味でも悪い意味でもまだ司法の世界から遠いところ
があります。マスコミの取材する側とされる側の関
係とか、どういうところに配慮をしないといけない
のかだとか、そこで生じる法的リスクだとかそう
いったものも含めて、いわゆるリーガルなリテラ
シーというのでしょうか、そういうものをマスコミ
の人間、報道の現場にいる人たちとか、バラエティ
ショーを作っている人たちとか、そういう人たちに
持ってもらえるために、貢献できるようなことはま
だまだたくさんあると思います。
【柳楽編集長】
BPO（放送倫理・番組向上機構）ってあります
よね。BPOの理事長や委員には弁護士の方が多数
入っていますよね。
【日吉氏】
はい。

【柳楽編集長】
そういった弁護士さんの言っていることは、マス
コミ、放送局からはどのように受け止められている
のでしょうか。温度差みたいなものはあったりしま
すか。
【日吉氏】
非常にあるのではないでしょうか。テレビ制作の
現場の人達がBPOの決定だとか勧告だとかを見て
も、殆ど判決と同じような書き方になっていて、何
を言っているのかよくわからない。それまでの攻撃
防御も、準備書面のやり取りなどまるで訴訟と同じ
やり方なのです。ああいうものをテレビの制作現場
の人が読んでも、何を言っているのかがよく分から
ない、というところがあるようです。BPOという
のは、我々放送局が自主自律的なコントロールをし
て、そのかわり公権力の介入を防止しようという趣
旨で作られたものなのですが、我々の味方なのだ、
上手に使っていけばいいのだというような考え方が
できている人は、あまり多くはないのではないかと
思います。
【鈴木幹事長】
日吉さんにこれからも頑張っていただかないと、

中々その溝が埋められないですね。
【日吉氏】
テレビ業界に沢山人が増えて欲しいです。

【大磯氏】
医療でも同じことが言えると思います。司法のシ
ステム、スキームで処理をして、判決文を読んでも
医師にはその意味するところが分からない。結局何
が言いたかったのか、何がいけなかったのというこ
とがやはり医療者としてわからない。その結果、誤
解をしてしまったり、過大に捉えて必要以上に萎縮
してしまうということが起きたのです。それは司法
界側も、他のプロフェッションの領域に入っていく
ときに、自分の司法のメソッドだけに捕らわれて、
司法言語を使って話をする。
【柳楽編集長】
独得のプロトコルですものね。

【大磯氏】
そうです。それが誤解を生んでいるというのは
あって、正にいま日吉先生がおっしゃったようなこ
とを利用者側がすごく強く感じていたというのがあ
るのです。それを私たちが懸け橋としてできればい
いのですが、司法側も少しずつ、せめて古文ではな
く現代文に近いような言い方で書いてくれると、開
かれた司法と言う意味でもいいのかなと思います。
【鈴木幹事長】
谷井さん、どうですか。銀行は結構司法とは接す
る場面は多かったと思いますが。
【谷井氏】
銀行時代には色々訴えられている案件も見ました
ので、銀行自体は、別に法律家と付き合っていくこ
とに対してアレルギーはないと思います。ただ、今
までの法律家の方々というのが、法的手続を中心と
して再生というのを考えるのに対して、銀行が企業
をバックアップするときのようにちょっと泥臭いこ
とをやるというか、知恵を使うことで、企業ももっ
と資金繰りが楽になったりということが多々あるの
で、そういうアドバイスという点では、今までの方
が踏み込めなかったところに行けているのかなとい
う気もします。
【鈴木幹事長】
宮内さんは学部時代から国際、人権に関心を持た
れて、ロースクールでもその面は深められたという
のもお話にありましたが、今、弁護士資格を取って、
具体的にその分野の志に今どのように活きているの
かなというのを伺いたいのですが。
【宮内氏】
色々あります。先ほどもお話したとおり、難民や
外国人の事件に取り組む際、法科大学院で培った行
政法や国際法の知識は非常に活きています。最近
は、弁護士会やNGOを通じて、災害復興支援活動
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に携わり、被災
地で活動する傍
ら、被災者や原
発の問題につい
て政策提言を
行ったりもして
います。私も、
震災が発生する
まで知らなかっ
たのですが、国
際法の領域で
は、従来からの
人権規範のほか
にも、自然災害

や放射能汚染に関する規則やガイドラインがたくさ
ん存在します。このような規範等にも目を向けなが
ら、国内法の不足領域を補ったり、強化したりして
主張を構成するようにしています。このような視点
で問題に当っていけるのも、法科大学院時代に様々
な分野について、多角的に勉強できた結果だと思っ
ています。このように、法科大学院で勉強したこと
がそのままダイレクトに活きるというよりは、そこ
で培った思考方法やノウハウが、活動や分野を問わ
ず、幅広く汎用できるというのが私の正直な感想で
す。

ロースクールの今後について
【鈴木幹事長】
どうもありがとうございます。最後になります
が、ロースクール草創期の出身者として、今後のロー
スクールや法曹養成制度のありかたについて、ひと
ことお願いします。
【谷井氏】
ロースクール制度というのは、私にとっては夢の
ような制度だったと思っていて、今もそうだと思っ
ています。全く法律を勉強したことがない人が、も
う１回法学部に入るのかといったらそういうことも
現実的ではないですし、では旧制度の下で予備校に
通って勉強をするのかと言ったら、それも事実上、
その時点で尻込みをしていた人が多かったと思うの
です。この法科大学院という門が開かれたことに
よって、ものすごく入口が低くなったということは
確かだと思います。お金の問題であるとか、合格率
の問題とかを色々言う方がいらっしゃると思うので
すが、お金の問題で言えば、社会人を少しでもやっ
てお金を貯めて入ればいいと思うのです。合格率の
問題にしても、旧制度で２～３％しか受からなかっ
た時代からすると、１０倍受かっているわけです。も
ともと水溜りくらいの広さだったものが太平洋くら

いになっているのですから（笑）、どんどん飛び込
んで来なさいということを、いま尻込みしている人
たちには伝えたいと思います。ロースクールが無け
れば、こういう社会人が大量流入してくるという
か、チャレンジをすること自体が、まずなかったと
思うのです。社会人が自分の経験を生かして法曹の
道を目指すというのは、この制度ならではと私は
思っていますので、そういうところをもっと伝える
場があればいいのにと常日頃考えています。
【大磯氏】
私自身はロースクールの理念、司法改革の理念と
いうのは、非常に素晴らしいものだと思っていま
す。日本という国の中には高度に専門化している領
域がたくさんあります。それらすべてを法学部を卒
業した弁護士、法曹の方だけで処理をしていくのは
さすがに限界があると思います。そういった意味
で、各領域でプロフェッションとして働いた方が、
ロースクールに入って資格を取って活躍していくと
いうのは、非常に素晴らしいビジョンだと思いま
す。ただ、やはり需給調整のところできっちり計算
できていなかったというところは多分事実で、そこ
に関しては反省しなければならないと思います。そ
れと同時に、今後、社会人の方たちが、希望をもっ
てこちらにきていただくために、まず第１期生の私
たちが、ロースクールに入って法曹資格を取ったら
こういう素晴らしいこと、おもしろいことができる
んだということを示していかなければいけない、そ
れが私たちの使命だと思っています。
【日吉氏】
最初に司法制度改革が言われたときに、今後日本
がどういう社会になるかを考えて制度設計や人数が
考えられたのか、ちょっとよくわからないのです
が、少なくとも今色々問題が出ていることは事実だ
と思います。やはりもう一回、これからの日本の社
会ではどういう仕事の分野の、どういう能力を持っ
た弁護士が求められているのか、という原点に立ち
返ったうえで、それを踏まえてどういう教育をす
る、どういう司法試験をする、どういう修習をする
という制度設計をもう一度見直すことが必要だと感
じます。日本は欧米と比べると労働流動性が非常に
低いので、１回何かの世界に入ってしまうと、なか
なか修正はしにくいです。ロースクールで言います
と、仕事を辞めて、収入の途を絶たれて飛び込んで、
それで法曹になれなかったらどうするんだみたい
な、あまりにもハイリスクな部分があります。これ
を制度設計で補っていかなければならないのではな
いでしょうか。例えば入口をもう少し広げて、勉強
していく過程で、法律に向いたマインドを持ってい
る人間かそうではないかという選別を早めにやっ
て、今までいた社会に戻れるようなことを考えたら
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どうか、とりあえず見極めをするまでは夜間制度み
たいなのを利用して、仕事をしながら行けるよう
な、そういう制度設計がもし可能であれば考えるべ
きではないでしょうか。入っていく気安さと、引き
返しやすさみたいなものを、ありとあらゆる方法で
作ってあげないとリスクは下がらないと思います。
それから就職も考えないといけないところです。経
済問題に関しては、教育の質とは全然別の制度設計
として、ロースクールに行く人間にどのような制度
で資金援助ができるかということも考えないと、志
望する人間が激減しているという状況を改善するこ
とはできないのかなと思います。最後にもう一点、
実は法科大学院というのは、私は個人的に思うので
すが、中で素晴らしい教育が行われているのです。
これは、司法試験に受かるまでの人間だけが享受で
きるものにとどめておく必要はなく、例えば実務に
入った今こそ取りたいなと思うような授業がたくさ
んあります。実務法曹が定期的に戻ってもう一回勉
強し直す、というようなことも念頭に置いた法科大
学院制度であってほしいと思います。
【宮内氏】
社会人経験のない私のような立場の人から言う
と、「とりあえずロースクール」という方が大半か
と思います。私自身もそうでした。色々な批判があ
るかもしれませんが、私はそれでも良いと思ってい
ます。もちろん、大学時代に様々な活動に携わり、
自分の目標や志を具現化し、技術や知識を培うこと
にこしたことはありません。しかし、大学時代にそ

のきっかけはなかなか掴みにくいのも事実です。そ
こで、私が大事だと感じるのは、「とりあえずロー
スクール」に入学した方々が、法科大学院が提供す
る様々なチャンスを貪欲に活かしていくことです。
授業への積極的参加はもちろん、法科大学院がエク
スターンシップ・プログラムを提供しているのであ
れば、必ずエクスターンシップを行う、模擬裁判を
行っているのであれば、必ず模擬裁判に参加するな
どすることです。法科大学院生には、このようなチャ
ンスを活かすことによって、自分の法曹としてのイ
メージや理想を膨らまし、また同時に、新たな視点
やノウハウを培って行って欲しいと思います。他
方、法科大学院には、それらが可能となる環境を学
生に提供し続けて欲しいと思います。一人一人の学
生が積極的な姿勢で法科大学院時代を過ごし、実務
の中でその経験や力を発揮していくことによって、
法科大学院の意義や効果が社会の中で実証されてい
くはずです。ですから、「とりあえずロースクール」
で進学したものの、「とりあえず弁護士」にはなら
ない、そのように思えるくらい密度の濃い２年間な
いし３年間を一人でも多くの法科大学院生に過ごし
ていただきたいと思います。
【鈴木幹事長】
どうもありがとうございました。皆さんに活躍し
ていただて、ロースクール制度の意義を実証して
いって欲しいなと思います。

（平成２３年１０月４日 於霞が関弁護士会館）

（酒井圭）
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民主党（１１月１７日） 自由民主党（１２月８日）

日弁連及び弁政連から多数の役員が出席しました。民主党側

も１９名が出席され、早朝から熱気が感じられたように思いま

す。まず、弁護士側から平山弁政連理事長と宇都宮日弁連会長

の挨拶があり、民主党側からは江田五月最高顧問からの挨拶が

ありました。その後、弁護士側から法曹養成や震災後対策に関

する問題提起がなされ、それを踏まえて民主党の多くの議員の

先生方から発言がありました。民主党の議員の先生方のお話

は、与党であるだけに情報の豊富さと深さがあると感じまし

た。ただ、与党であるからこその悩みが多いことを感じさせる

ものでもありました。

（企画委員会副委員長 豊田賢治）

主催者弁政連からは平山正剛理事長、日弁連からは宇都宮健

児会長ほか多数が出席し、先ず、日弁連から�法曹養成につい
て、�東日本大震災への対応（法テラスの資力要件など）につ
いて、�集団的消費者被害救済制度について、�死刑再審無罪
者に対する年金給付などのテーマに関して報告と要請がなされ

ました。

自民党からは、高村正彦議員のご挨拶の後、柴山昌彦党法務

部会長から詳細な議論状況の説明をしていただき、逢沢一郎、

森英介、山本有二、平沢勝栄、河井克行、稲田朋美、松下新平、

森まさこの各議員らが出席してくださる中、議論の内情など

ザックバランなご意見も含めて活発な意見をお示し頂きまし

た。

（企画委員会副委員長 松田純一）

公明党（１１月２９日） みんなの党（１２月７日）

日弁連からは宇都宮健児会長はじめ１７名、弁政連からは平山

正剛理事長はじめ１０名が参加し、�法曹養成制度の改善、�東

日本大震災における二重ローン問題への対応についての要請が

なされました。

公明党からは山口那津男代表・井上義久幹事長・漆原良夫国

会対策委員長をはじめとして１１名（このうち５名が弁護士資格

を有する議員）が参加されました。朝食会では、出席議員より

上記�・�問題について数多くのご意見を伺うことができ、公

明党の議員の先生方の関心の高さを感じることができる有意義

な朝食会でした。 （企画委員会副委員長 船島伸広）

日弁連からは宇都宮健児会長、弁政連からは平山正剛理事長

はじめ多数の弁護士が参加し、�法曹養成制度の改善、�東日

本大震災における二重ローン問題、�企業統治制度改革�消費

者被害救済制度改革についての説明・提案がなされました。み

んなの党からは、浅尾慶一郎政調会長からご挨拶をいただきま

した。出席された水野賢一、川田龍平、桜内文城、小熊慎司、

上野ひろしの各議員から法テラスの資力要件についての問題、

食品の放射性物質残留の問題、法テラスの開所式についての感

想、昨年の朝食会の感想など、日弁連の今後の活動について示

唆に富むご意見をいただきました。

（企画委員会副委員長 船島伸広）

朝食会報告

各政党との朝食会報告
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栃木県支部は、平

成１９年７月７日に設

立され、本年で４年

目を迎えることにな

りました。当支部

は、定時総会開催時

に公職選挙法関係、

司法書士等の関連業

種の動向に関する研

修会等を行ったほか

外部的な活動を行っていませんでした。昨年７月、

県弁護士会が、栃木県議会、及び県下の市町村議会

に「取り調べの可視化」に関する決議、意見書採択

の要請を行ったことを契機に、７月８日の定時総会

において、県弁護士会と合同で、自由民主党、みん

なの党、民主党の県会議員との懇談会を行うことを

企画しました。１０月５日に自由民主党、１１月９日に

は民主党との懇談会を行いました。また、１１月１７日

にはみんなの党との懇談会を行いました。この懇談

会では、取り調べの可視化問題、東日本大震災に関

する弁護士会の対応、司法修習生の給付制維持問題

等について意見交換を行い、弁護士会の活動を理解

してもらうよい機会になりました。今後とも、会員

の拡充、及び対外的な活動を行っていきたいと思い

ます。

弁政連茨城支部は平成２１年２月に設立されまし

た。支部設立前後の大々的な入会キャンペーンが功

を奏し、茨城県弁護士会会員中の組織率は３０％を超

えております。

一昨年は民主党及び自由民主党との意見交換会を

各１回開催し、取調べの可視化について議論を致し

ました。いずれの意見交換会にも多数の国会議員が

本人出席し、そのあとの懇親会までお付合いいただ

きました。国会議員の弁政連に対する期待は大き

く、継続的に政策提言してもらいたいとの要望があ

りました。

昨年３月の東日本大震災では茨城県も多大な被害

を受けました。そのため、支部として今年度は思う

ような活動ができておりません。茨城県では家屋の

倒壊や液状化の被害が特に大きく、復興のためには

政治の力が不可欠です。

茨城支部としても、茨城県弁護士会と連携して被

災地の声を国に届けることに力を尽くして行くつも

りです。

支部報告�

小沼洸一郎支部長

篠�和則事務局長 関 周行支部長

栃木県支部 栃木県議会議員との懇談会を開催
栃木県支部長 小沼洸一郎

茨城支部 被災地の声を国政に届ける活動を
茨城支部事務局長 篠� 和則
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編集後記 法曹養成制度の議論がなされている折、法科大学院に関する情報提供になれば幸いです。（いいだ）

あまりお手伝いできませんでしたが有意義な企画ができてよかったと思います。（いでい）

弁護士の就職難が限界を超えてきたと思います。「意識改革」だけではどうにもならない域でしょう。制度的に

なんとかしないと。（なぎら）

まだ右も左もわからないまま新年を迎えました。今年もよろしくお願いします。（おがわ）

弁護士の活躍フィールドも広がってきています。これからの復興支援活動も真価を問われる場面のひとつだと思います。（おかもと）

ヤフー株式会社・IT 技術者ボランティアチームと弁護士が協働
復興支援検索サイト「東日本大震災 通知・事務連絡集」をリリース

弁政連のメンバーを含む弁護士有志が「東日本大震
災通知集作成プロジェクトチーム」を立ち上げ、平成
２３年８月、「東日本大震災 通知・事務連絡集」（http :
//www.sinsailaw.info/）をリリースしました。同プロ
ジェクトは、東日本大震災の発災後に国の各省庁から
発信された通知や事務連絡等を一元的にまとめた検索
サイトです。地方公共団体、各種支援団体、関連企業、
研究者、各専門士業の方々が、東日本大震災の復興支
援に関する通知等に容易たどり着き、被災者支援に専
念できるようにとの願いを込めて作成しました。サイ
ト構築にあたっての技術的サポートやホームページの
更新については、IT 技術者のボランティアネットワー

クである「Hack for Japan」の皆様のご協力を頂いております。また、サイトは、ヤフー株式会社の「震災情報」
のポータルサイトにもリンクを貼って頂くなど、大きな成果を残すことが出来ました。この「東日本大震災 通知・
事務連絡集」が大いに活用されることを願います。
「ヤフー震災情報」のポータルサイトはこちら http : //info.shinsai.yahoo.co.jp/＃３３０８３

（企画委員会副委員長 岡本 正）

東日本大震災復興支援「第２回士業連携研修会」開催
平成２３年９月２８日、弁政連企画委員会と東京青調会の共催で、表

記の研修会が開催された（於土地家屋調査士会館）。本研修会は、「第
１回東日本大震災士業連携研修会」の趣旨（被災者支援のため他士
業間の連携を深めること）を発展させるため企画された。
講師には、平岩利文先生（弁護士）、岡本正先生（弁護士）、小木

曽聡先生（土地家屋調査士）をお招きした。
平岩先生は、情緒情報が人を動かすこと、専門家は専門家の役割

（専門知識や経験を社会に還元すること）を組織に拘らず果たすべ
きこと等を熱く語られた。
岡本先生は、充実した被災者支援には法律相談の傾向を知ること

が重要であるとして、数多のデータに基づいて、地域ごとの法律相
談の傾向を明らかにされた。
小木曽先生は、震災時には、個別的な境界復元ではなく、多数の人々の協力による境界復元が重要であること等

を解説された。
研修会後も活発な意見交換が交わされる有意義な研修会であった。 （企画委員会副委員長 関口慶太）

本部人事について
平 雄一理事（福島県支部）が平成２３年７月１日付で辞任

小堀秀行会員（石川県支部）が平成２３年７月１５日付で理事に就任

上野英城鹿児島支部副支部長が平成２３年９月１６日付で理事に就任

千葉景子神奈川支部副支部長が平成２３年１０月１９日付で理事に就任

中村元弥会員（旭川支部）が平成２３年１０月１９日付で理事に就任

安藤良一会員（東京本部）が平成２３年１０月１９日付で理事に就任
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